
様式Ｃ－１９

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書
平成２５年５月１５日現在

研究成果の概要（和文）：

20世紀初頭までに、漢人農民が内外モンゴル地域に進出し、土地開発が進められ、両者の間
で契約文書が取り交わされた。内モンゴルでは開墾が進んだ結果、様々な形式の漢語契約文書

が編み出され、普及していった。一方、ハルハ・モンゴルの契約文書は、漢語・モンゴル語の

二系統が作成されたが、そのほとんどがモンゴル語であった。これらの契約文書は、近代モン

ゴルにおける、モンゴル人と漢人農民の複雑な関係をあらわしたものといえよう。

研究成果の概要（英文）：
By the beginning of the 20th century, Chinese peasants immigrated and cultivated Inner 

and Khalkha (Outer) Mongolian Land. In that case, land contract documents were drawn 
up between Chinese peasants and Mongolian bannermen. In the Process of the cultivation, 
various contracts were made out with Chinese character and were spread in Inner 
Mongolia. On the other hand, in Khalkha Mongolia, land contracts were made out both 
with Chinese character and Mongolian script, but most of them were made out by 
Mongolian script. These contracts show the complicated relationship between Mongolian 
bannermen and Chinese peasants in Modern Mongolia. 
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１．研究開始当初の背景
遊牧を主たる生業とするモンゴル地域は、
清朝期（16世紀～20世紀）を通じて、「藩部」
という位置づけのもと、開墾が禁止され、土
地は旗・モンゴル王公の支配下に置かれてい

た。それゆえモンゴルでは、個人が土地を所
有し、売買するという概念は希薄であった。
しかし、内モンゴル南部において、清朝期以
来、大規模な牧地の開墾・開発が行われたこ
とで、土地の分割・売買が行われるようにな
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った。そのさい、とりわけ内モンゴル南部の
盟旗地域（盟旗＝モンゴルの行政単位）は、
開墾の結果、モンゴル・漢人のあいだで多く
の土地契約文書が作成された。さらに 20 世
紀初頭、これらの盟旗地域は熱河・綏遠等、
漢人統治機構である省が設置されるなど、
「内地」化が進んでゆくこととなった。
土地の開墾とともに内モンゴルでは土地契
約文書が出現することになるが、これらは単
に「内地」（ここでは便宜的に漢人社会を指
す）のシステムが導入されただけでなく、「近
代的」な契約概念を伴った制度の導入や土地
の市場化が図られることを意味していた。
土地契約文書に関して、これまで中国史の
分野から多くの重要な研究が蓄積されてき
たが、モンゴル史ではまだまだ手薄な分野で
ある。それゆえ、本研究では、以上の観点か
ら、これらの土地契約文書に着目しつつ、他
のモンゴル地域との比較の視点も持ちつつ、
近代モンゴル地域の土地制度の変革につい
て分析をおこなうことにしたい。

２．研究の目的
本計画では、20 世紀前半における中国内モ
ンゴル南部、およびそのほかのモンゴル地域
を研究の対象とし、そこで作成された土地契
約文書を分析することで、内モンゴル社会に
どのような契約概念と変革がもたらされた
のかについて検討することにしたい。そのた
め下記の問題を設定した。

（1）第一に、契約文書の書式の形成と契約
関係の変化に着目する。著者の初歩的考察に
よれば、内モンゴル南部の土地契約文書とは、
清朝時代に中国東北地域で流布した土地契
約文書の書式に習って作成されものが多く
見受けられ、それらが蒙地の慣習と融合しな
がら各地へ伝播したものと考えられる。
そのため本研究ではモンゴル地域の土地
契約文書を比較・検討することで、漢人社会
の制度がモンゴル遊牧社会へ導入されてい
く過程について考察を進めることにしたい。

（2）土地開墾や土地契約文書の浸透は、内
モンゴルの土地の流動化を引き起こしたが、
それは、内モンゴル社会経済が、「内地」（漢
人社会や周辺各省など）の経済情勢と直接リ
ンクする契機でもあった。それゆえ本研究で
は、土地契約文書をもとに内モンゴルと「内
地」の経済的連動について検討する。

３．研究の方法
本研究では、日本国内、および内モンゴル、
モンゴル国に所蔵される土地契約文書を収
集し、これらの整理と分類を行った。土地契

約文書には、①戦前期、日本が内モンゴル（満
州国、蒙疆政権）で蒐集・刊行したもの、②
中国、台湾、モンゴル国、日本の文書館に所
蔵されているもの、③戦後、内モンゴルを中
心に蒐集・刊行されたものの 3系統に分類す
ることができる。本研究では、これら 3系統
の資料に関して下記のような調査を実施し
た。

（1）2010年度は、日本国内、国外の資料館
が所蔵する土地契約文書の所蔵状況を明ら
かにするために、台湾の国史館（新店市）、
蒙蔵研究中心附属図書館（台北市）において
資料調査をおこなった。これらの資料館にお
いて、内モンゴル南部の土地権利関係に関す
る資料や、中央政府の対内モンゴル政策に関
わる資料のほか、蒙蔵研究中心が蒐集したモ
ンゴル国の未整理の漢語資料、および契約文
書（漢語）の所在を確認することができた。
上記の調査にくわえ東洋文庫など日本国
内の資料館で調査を行い、土地契約文書や関
係資料等を収集した。

（2）2011年度はオーストラリア国立文書館
（キャンベラ）、同国立図書館（同）、同国立
大学附属図書館（同）等で資料調査を実施し
た。これらの資料館では満州国期の経済関係
の資料や、民国期の内モンゴル関係資料を閲
覧することができた。これに加え、中国やモ
ンゴル国で新たに刊行された土地文書に関
わる資料集や関連書籍を収集することがで
きた。
また、上記の資料調査と併せて、別の研究
費も用いながら、日本国内や、オーストラリ
ア国立大学のセミナー（キャンベラ）、アジ
ア学術会議（ウランバートル）、国際モンゴ
ル学会（ウランバートル）に参加して研究報
告を行い、そこで多くの研究者から重要な示
唆を受けた。

（3）2012 年度は、モンゴル国立中央文書館
（ウランバートル市）、およびモンゴル国立
図書館（同）において、20世紀初頭のハルハ・
モンゴルの土地文書、および契約文書につい
て調査をおこなった。この結果、国立中央文
書館において、20世紀初頭までのモンゴル語
土地文書が数多く所蔵されていることを確
認できた。また、同国立図書館でも関係資料
を蒐集した。
その後、引き続き内モンゴル大学附属図書
館（フフホト市）において史料調査をおこな
い、同館が所蔵する内モンゴル近現代史関係
資料を調査、閲覧した。これとともに内モン
ゴル大学モンゴル学学院（同）において内モ
ンゴルの土地制度に関する講演をおこない、
現地の研究者と意見交換をおこない、交流を
深めることができた。



これと同時に中国、モンゴル国において、
土地文書資料や出版物を収集することがで
きた。以上の調査で得られた史料の分析、検
討を進めた。

４．研究成果
本研究では、国内外において史料調査をお
こない、資料分析を進めた結果、下記のよう
な成果を得た。

（1）全体的な資料の蒐集状況について記す
ことにしたい。
①戦前期、蒙疆政権や満州国政府の統治下
において、日本側が内モンゴルで蒐集・刊行
した資料の全体像を把握することができた。
また、近年公開された磯野文庫（学習院大学
所蔵）の資料も閲覧しえた。なかでも熱河省
（ジョーオダ・ジョソト盟）の土地契約文書
については、旗（モンゴルの行政機関）によ
って残存する量に大きなばらつきがあり、ま
た時代の変化とともに文書の形式が大きく
変化してゆくことを確認した。

②中国・台湾・モンゴル等の文書館に所蔵
される土地関係文書に関しては、まず、台湾
の文書館において、清代ハルハ・モンゴルの
土地契約文書や商業関係文書の存在を確認
することができたが、これらの大部分が漢語
資料である。このほか民国期の土地法規に関
する資料を閲覧した。
つぎにモンゴル国の国立中央文書館では、

19 世紀～20 世紀初頭の土地契約文書の存在
を確認することができた。とりわけボグド・
ハーン期の財政関係フォンドには、土地文書
や開墾関係文書が多く含まれていることが
確認できた。
上記の 3系統の資料以外にも中国国内の文
書館において数多くの契約文書が所蔵され
ているが、これらの詳しい所蔵状況について
は、文書非公開の理由から調査することはで
きなかった。今後の課題としたい。

③中国、および内モンゴルで近年、刊行さ
れた資料として、陳志明編『土默特歴史檔案
集粹』（内蒙古人民出版社、2007年）、雲広等
編『土默特歴史档案選（民国時期）』（内蒙古
教育出版社、2009年）、『清代至民國時期歸化
城土默特土地契約』1～4巻（内蒙古大学出版
社、2011～2012 年）、鉄木爾編『内蒙古土默
特金氏蒙古家族契約文 滙書 集』（中央民族大
学出版社、2011年）などの土地文書に関わる
重要な資料集を蒐集した。
これらのほとんどはこれまで未見の資料
であり、貴重な資料であるといえよう。これ
らのほとんどがトゥメド旗やフフホト周辺
の土地文書であるのは、近年の当該地域の開

発問題と密接に関わっていると考えられる。
以上が、現段階で筆者が確認しえた土地契
約文書、および資料集の概要である。

（2）上記の問題とも関連するが、これまで
蒐集した内モンゴル地域の契約文書や土地
法規を比較検討した結果、内モンゴルで現存、
あるいは公開、刊行された契約文書のほとん
どが漢語の契約文書であることを確認した。
しかしその書式の形式は地域差が大きく、一
般的な漢語の土地契約文書に、地域の慣習が
組み込まれた内容であることが確認できた。
土地文書の分析は継続中であり、今後成果を
まとめる予定である。

（3）国内外において、ハルハ・モンゴル（外
モンゴル）の契約文書についてはほとんど研
究が進んでいない状況にあるといえよう。前
述したように中央文書館や国立図書館にお
ける調査の結果、モンゴル国の文書館に土地
文書が多く残されていることを把握し、その
一部を閲覧・分析することができた。
その結果、ハルハ・モンゴルの契約文書は、
漢語形式とモンゴル形式の二系統に分かれ
るが、文書館に所蔵される契約文書のほとん
どはモンゴル語文書であり、その形式は多様
性を持ちながらも,一定の共通点があること
を確認した。また、契約文書は漢人とロシア
人に対して作成されたが、契約形式は、地域
ごとに状況は異なっていたようである。
なお、漢語資料については、その一部が蒙
古国国家档案局・内蒙古自治区档案局編『旅
蒙商档案集粹』（内蒙古大学出版社、2009年）
として刊行されている。

（4）本研究により、ある程度、20 世紀前半
にハルハ・モンゴル地域で公布された土地法
規制を蒐集・確認し、その結果、ハルハ・モ
ンゴル土地制度確立の一端を明らかにする
ことができた。その過程を検討した結果、同
地域と内モンゴル地域との相違、および共通
点を見いだすことが可能となった。これらの
調査・分析をもとに、各研究会において、近
代モンゴル地域の土地制度確立過程、および
土地契約文書に関して報告をおこなった。

以上の文書分析を通じて、台湾、モンゴル
国、日本における土地文書の所蔵状況を確認
することができた。これら土地文書の分析を
通じて、それぞれの地域の土地文書の多様性
と、土地制度の類似性を見いだすことができ
るであろう。これらは遊牧地域と「内地」、
すなわち漢人社会の制度の関係、そして遊牧
社会の変化を把握するうえで、重要な問題を
含んでいると考えられる。しかし「内地」の
社会経済的変化と土地の流動化の関係につ
いては、今後の課題として残されている。今



後は、本研究の成果とあわせて、さらに文書
の分析を進めることで、地域社会の変革の解
明に取り組むことにしたい。
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